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自然エネルギーとエネルギー効率化だけが持続性 

現
状 

（
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
・
原
子
力
な
ど
） 

自然エネルギーの 
加速度的な導入 

持続不可能なエネルギーの 
削減と置き換え 

将
来 

（
風
力
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小
水
力
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エネルギーの効率化 
ネガワット 将
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持続可能なエネルギー社会の基本原則�
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出典 : UNEP SEFI, New Energy Finance!
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株式時価総額の比較ƙƝƛƛƤ年5月ƚ�
（主要日本企業ƽƻ世界の自然エネ企業）�
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21世紀型エネルギー社会の方向性 

20世紀型 21世紀型 
中央集権 地域分散 
供給プッシュ 需要プル 
ヒエラルキー ネットワーク 

化石燃料＋原子力 自然エネルギー 
省エネルギー 

経済成長 充足・公正・幸福 
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「エコロジー的近代化」とは？ 
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需要プル・市場プル・社会プル 

技術プッシュ 市場・社会プル 
技術アセスメント 市場アセスメント 
機器供給の焦点 応用・付加価値・ユーザーに焦点 

経済的な競争力 政策・ファイナンス・制度・組織・社
会的に見た必要性と解決策 

技術的な実証 ビジネス／ファイナンスモデル・制
度・組織的なモデル・社会的モデル 

初期の補助金 健全な市場形成のためのリスクとコス
トを分担 

計画 経験・結果・教訓 
コスト低減 市場における競争力 
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デンマーク・サムソ島｜100%自然エネルギー 

•  人口約4300人、デンマークの中央に位置する島 
•  1997年 国の地域自然エネルギーコンペに応募 
•  サムソ環境エネルギー事務所を中心にプロジェクトを展開 
•  風力発電 
‒  陸上風車：3基のWind Park×2, 5基のWind Farm 
‒  洋上風車：10基のWind Farm 

•  地域熱供給 
‒  0.8MW, 1.6MW, 3MW 

•  太陽熱温水器 
‒  1.6MW 

•  島民による自然エネルギー設備のオーナーシップ 
•  国による固定価格買取制 
•  自治体による信用保証と地域金融機関による融資 

参考：Samsø Energy Academy http://www.energiakademiet.dk/default_uk.asp 21 

デンマーク・サムソ島｜100%自然エネルギー 

サムソ・エネルギー・アカデミー 

ディレクター: 
ソーレン・ハーマンセン 

Source: Samsø Energy Academy 22 



デンマーク・サムソ島｜100%自然エネルギー 

島民による自然エネルギー設備のオーナーシップ 

Source: Samsø Energy Academy 23 
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・補助金!
・人事異動!
・丸投げ!
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・売上げ狙い!
・モノだけつくり!
・植民地型開発!
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(��)Martinot, E., Chaurey, A., Lew, D., Moreira, J.B. & Wamukonya, N. 2002. Renewable Energy  Markets in Developing Countries.

Annual Review of Energy and the Environment. 27: 309-348. 29 
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＜風車の概要＞�
! 事業主体：㈱北海道市民風力発電�
! 自己資金：�
Ɨǁ資本金 2千5百万円�
ǂ市民出資金 ：約1億4千万円�

! 補助金：なし�
! 発電所名：市民風力発電所・浜頓別1号
機Ɨǋはまかぜちゃんǌ�
! 総事業費：約2億円�

ƫƪƩǪƬƳƨƲǮ�ĉǪ�
ƝƛƛRǮ�àǮ6ŢǭǼǾt¢Ɏ�
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自然エネルギーのビジネスモデル・ファイナンスモデル 

市民出資による地域エネルギー事業スキーム 

融資 
市
民
フ
ァ
ン
ド
会
社 

 

投
資
家
（
一
般
市
民
） 

出資 

元本返還 
利益分配 

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社 返済 

利子 

電力 

料金 

政府 
補助金 （設備導入の1/3 ~ 1/2） 

電
力
会
社 

グリーン電力証書 

33 

ǡǮ��àƓŨǯ.]ǭɘƉÏƙƝƛƛƞ�¼ġ�ƚ�

�àƓŨǯǆɕO×ǆɖO×Ǫǆ�ǈǭȰȘȪșȿȥɇǮt¢
�ȃƖǸǨǎǥǢ�

34 



ƝƛƛƟ�ǭºÅǭăeđȿȥɇ�ÑǪǛǨ�ƃ�

ǑǱǚǷŰ
Üƿ
ȉȪɇȎɍ�

ưƲƱH
$�ǑǱ
ǚǷŰÜ�

Ɣć��

Ɣć�
3�
G?�
Ę�

ăeđ�

�ÑȮɍ
ȦȨɍ�

�à�ÑǮĂ��
¾KXČ�
ăe³ļ�

/Ďč�Ñƿ
ȮɍȦȨɍ�

ǷǶȁǰ�
ǉăeǪĮòǊ�
ȿȥɇ�Ñ�

ĠǤ�
ǗÐŎ
ȴɉȘȈ
ȏȦǩǮ
ȅȧȭȆ
ș�

�ĉ°®�
ÑCG?�
�žčȫȇȬȇƗģ� Óǈ�

ăeđǓɕɓɓɗƗƙ�¢Ɯơƚ��ǒǽſoǛǢɞ�¢ǮǷǶȁǰ�ÑɟǯǆÙ�
Ǯ_aăeȉȪɇȎɍ�C¤ǭȯɋȦȃ�ǢǹǮǩǆŽźĒƔć�ǮǉǑ
ǱǚǷŰÜȉȪɇȎɍǊǯºÅüĢɔOǪǛǨƝƛƛƟ�ƜƝÂǭČťǛǢǇ�

35 

地域自然エネルギー事業：おひさま進歩エネルギー 
長野県飯田市からはじまり、南信州、そして信州に広がる取り組み 

36 



地域自然エネルギー事業 

市民出資による地域自然エネルギープロジェクト 

1st Community Wind 

1st Community  
     PV & Efficiency 

1st Community  
     Biomass & Efficiency 

1st Community  
     Hydro 

37 

地域自然エネルギー事業 

•  これまでに全国から合計で約4,907人が出資  
•  合計で約37億円 
•  一口あたり10万～50万円 

38 



地域自然エネルギー事業：おひさま進歩エネルギー 

•  乗り越えた障壁 
‒ 当初は当事者以外誰もできると思っていなかった 
‒ 前例のない20年間公共施設屋根上使用許可 
‒ 前例のない電気料金22円/kWhでの長期サービス契約 
 

•  成し遂げたこと 
‒ 地域の民間企業・行政・政治が同じ方向性を共有 
‒ サービスビジネスモデル 
‒ 市民出資ファイナンス 
‒ 政治のコミットメント 
‒ 取り組みそのものの継続性 
‒ 近隣地域への波及 

39 

ちょっと難しいけど大事な話 
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地域自然エネルギーの政策文化（Policy Culture） 

さまざまな人たちの参加が必要だが、それぞれ考え方が違う  

ドメイン 

政治家 行政 事業者 金融機関 研究機関 NPO 市民 

言説次元 指揮 秩序 収益 信用 客観性 正当性 透明性 

制度次元 意思決定 計画 実装 投融資 評価 例示 選択 

個人次元 関与 形式 商業 手続き 科学 革新 参加 

41 

考え方の違う人たちが協働するには？ 

42 



地域エネルギーに必要なこと 

1.  取り組みの全体見取り図（政策枠組み） 
‒ 政策 
‒ プロジェクト 
‒ スケジュール 

2.  核となる「人」と「場」 
‒ コーディネーター 
‒ 地域エネルギー協議会 

3.  ネットワーク 
‒ 国内外の他の地域との情報交換 

43 
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取り組みの全体見取り図 

「地域エネルギー事業」をキーワードとして 

地域エ 
ネルギー
事業 

エネルギー 
プロジェクト 

地域ファイナンス 

政策枠組み 

コミュニティ 
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アウトライン 

1.  「思考の枠組み」とその転換 
2.  「技術・補助金」から「制度･仕組み」へ 
3.  実現化の戦略 
4.  地方自治体への提言 
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